
                          ２月２６日全体会議メモ

開催場所：大阪ボランテイア協会４０２  時間：１４時～１７時
出席者：飯田・中辻・紙野・妹尾・岸本・加納・星野･大野･上砂・小川・高井・
赤根・長沢・島林・山本（威）・中本・宇田・中村・高野（晴）・宮村・八木

２１名
＊ 高井より１１年度の事業計画・委員会メンバー・セミナー参加人員・１２年２
月のアンケートまとめ・１２年度セミナー計画等の説明があり、高井の司会で全
員が意見を述べた。

【発言内容メモ】
・ ＯＥＣＡの活動方針を決めるのに、自治体・中小企業・市民の意向を確かめる
必要がある、アンケートなどにより、常に意向を確かめる必要がある。
・ 始めはＯＥＣＡに所属しても何も言ってこないし、なにも仕事がこないし、何
だこれはと思っていたが、そうでなく、ＯＥＣＡは何をすべきかを意見を出し
合って自ら決めるべきだし、力を合わせることが肝要。
・ 自治体からの仕事が大切というが、自治体はまっていては何も言ってこない、
足で通って説明を何回もして、人間関係を作り、きょうかいの業務と、自分を
売り込むことが必要、その為には前から言っているように、ＯＥＣＡのパンフ
レットなどは必要。
・ ああすればよい、こうすべき、と言っていても埒があかない、会員はＯＥＣＡ
で何か１つでも参加して実行し様ではないか、歴史のお浅いアメリカのメトロ
ポリタン美術館が如何にして世界 4 大美術館になったかの例。私は来期は広報
関係をやってみたいと思っている。広報の大切さを強調したい。
・ 今日は、事業計画を作るために集まっているはず、それに沿った話をしようで
はないか。
11年度の事業計画は良い計画だと思っているし、この継続が必要か？
高井：11年の計画に新しいものを加えて計画したい。

・ 経験からして、このような活動がどうだろうか。１．自治体主催のフエアーに
コマを設けて展示したりしては、２．市町村に出前講演会を、３．ENO へ PR
記事を掲載、４．自治体のモニターに協力。
・ OECA は基本的には環境カウンセラーの個人的な活動を支援を行いたい。参加
しやすい・継続性のあるセミナーや活動を。今日の会議で会員の何をしたいか
が聞けるので、有り難いと思っている。
・ 現在は環境関係の活動といえば ISO14000 だろう。ISO のセミナーを継続して
やたらどうか。
・ NPOについて聞きたい、一体 OECAはどういう目的で NPO法人にのろうとし
ているのか、良く分かってないようです。もう少し良く研究する必要がある。
高井：今期中に取得をと思っていたが、先のアンケートでも NPOに関する意見は
5名と少ないし、その意見はまだ充分検討せよとの意向であった。そのとおりで、
今年の NPO法の見直しもあり、委員会で充分検討する必要を感じたので、来期に
持ち越すことにしたい。
・ セミナーの参加者を増やす方法を工夫する・新聞・機関紙・自治体・各種団体・



学校など、改めてどの範囲に公告するかを相談して決めてはどうか。廃棄物リ
サイクルの現場などの見学会を、市民と共に行うとか。
・ セミナーと見学会を組み合わせて実施するのも良いだろう。
・ 環境カウンセラーは何をやったらいいのか、分かってない人が半分はいるでし
ょう。経験者が多いので、その経験を生かして出来る仕事を見つけること。環
境活動評価プログラムの普及活動のようなものはいいです。
・ ＯＥＣＡの広報をもっと入念に。パンフレット・会報その他で。
・ セミナー１２年度計画の説明・専門委員会のセミナーを中小企業向けのセミナ
ーとして形を変える。市民対象のセミナーと各月に行い、毎月セミナーを行う
ようにする。セミナーの開催場所は固定せず、原則出前とする。その具体策は
そのグループで検討する。
・ グループ活動の経験から、人集めは難しいことです。今までの経験をＯＥＣＡ
の広報に役立てることが出来ると思う。
・ セミナーにまず自分が出ること、そして親しい人を誘ってくることで、大分増
えます。
・ ＯＥＣＡの魅力は、勉強出来ることだと思う。ＯＥＣＡは人材の宝庫で、人材
リスト等を作り、環境団体の行うセミナーに参加・出前講演など。
高井：３月２９日～３０日に計画されている、環境庁主催の「グリン購入フエア」
にブースが取れた。絶好のチャンスと思うので、協力してもらいたい。何をどう
するか、プロジェクトで協議実施したい。京都・兵庫の協会も参加の意向。
  プロジェクトメンバー：飯田・宮村・星野・小川・中村・山本・赤根・紙野・
妹尾・宇田・八木・高井
  会議は３月３日
  当日担当  ２９日  中村・赤根・妹尾・宇田・
            ３０日  山本・紙野・八木・高井
            星野・高井は両日か？
大体の構想：環境相談窓口・ＯＥＣＡの計画と実績・ＩＳＯと家庭の環境保全（星
野）エコロベース展示（オイスカ）、ＥＡＥＰ普及活動・カウンセラーのパンフレ
ット配布など。


